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国際会議 とイ ンター ネ.ット
1は じ め に
中 村 素 典
近年の インターネ ッ トの急速 に普及 にともない,イ ンター ネッ トは様 々な分
野で利用 される ようになって きている。特 に商用利用が可能 とな ってか らは,
ビジネスの分野 にも積極的に利用 されるようにな り,テ レビや新 聞広告等 で も
WWW(WorldWideWeb)のURL(UniformResourceLocators)を日常
的 に[】にす る ようになって きた(http:〃www.econ.kyoto-u.ac.jp/といった表
記の こ と)。インター ネッ トが,ニ ュー メデ ィアやキ ャプテ ンシス テム,VAN
の ように流行で終って しまわなかったのは,比 較的安価で汎用的 なパ ソコンを
利用す ることで容易に利 用がロ∫能 であったことと,接 続す ることにより参 照可
能 となるコンテ ンツがそ こそこ豊富 であ り,誰 もが提供 者 になれ ることが理 由
として大 きいだろ う。
この ように,急 速に普 及 したイ ンターネッ トであ るが,ま だ まだ多 くの可能
性 を秘めている。特 に,現.在明確 に区別 されてい る放送 と通信 の2つ の分野 を
融合 し,現 在 開発 途上φ マルチ メデ.イア技 術 を駆 使す る ことに よ り,新 たな
サー ビスが生 まれて くるこ とは必至で ある。
本稿では,イ ンターネ ッ トの国際会議への利用 とい う点 に注 目し,こ れ まで
行 って きた実証実験 な どを踏 まえなが ら新 たなサー ビスの可能性 について考 え
てみる。
?
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II会 議にお けるネ ッ トワークの利用
会議 は様 々な物事 に関す る議論や決議 を行 うために開催 されるが,そ のため
に人々は一つの会場 に参集す る。 しか し,会 議の参加 者がすべ て同 じ会場 に集
まろうと して も,当 然 なが ら物理的 な限界 による制約が存在す る。会議 の規模
は,そ の時々に応 じて様 々であ るが,最 も大規模 な もので も数 百人から千人程
度 が限界 であろ う。 また,人 々が同 じ場所に集 まるためには,移 動 のための時
間や費用 も考慮すべ き問題の ・つである。特に,複 数 の国々か ら参加者 を集め
る国際会議 では,.移動のため に必要 となる時間や費用 は無視す ることはで きな
い。 この ように,い くら多 くの人が会議 に興味を持 ったと して も,会 場の収容
人数,そ の他様 々な要因 によ り興味 を持 つ全 ての人々が同 じ会場 に集 まること
は容易で はない。 さらに,各 国の首脳 クラスが集 まる国際会議 となると参加 者
.に対す る制約 も多 く,員 数.手 段,費 用 な どの問題が解決で きたと して も保安
上の問題 などか ら誰 もが気軽 に一.一つの会場 に集 うというわけにはいかな くなる。
それ に もかかわ らず,例 えば多国間の取引や規制 に関す る取 り決め などに関す
る会議の ように,国 と国 との間,あ るいは企業や個.人の利害 に密接 にかかわる
会議 は,多 くの人々の注目を集 めるもの とな り,全 ての人 々の希望 をかなえる
ことは不可能に近い。
ところで,会 議 を傍聴 で きるだけで良い,と い う条件で考 える とすれば,放
送 とい う手段 がある。放送 という手段 を利用 して会議 の模様 を中継す ることで
地理的,保 安 的問題 を回避 しつつ,直 接 会議 場に来る ことがで きない多 くの傍
聴 希望者 の要求を満 たす ことが可能 とな る。実際,国 会 な どの模様 は地上波放
送や衛星放送 など既存 のテレビ放送で中継 された りし.ている。 しか し,一 般 に,
テ レビ放送 のサ ービ.スエ リアは国の単位 で閉 じているため,全 世.界に分布 し会
議 の進行 に興味 を持つ人 々に向けて放送 を行 うこ とを考 えるとす ると,そ れぞ
れの国におい て放送 され ることが必 要 となる。 孝た,こ の ような放送 シ冬テム
は,限 られた周波数資源 と放送 設備 を利用す るため,時 間あた.りの使 用料 金を
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総計す る と非常 に高価 にな って しま う。
一 方,放 送 が可能 な別の メデ ィア と してイ ンターネ ッ トが あ る。 イン ター
ネ ッ トは,当 初文字ベースの情報 を伝 える メデ ィアと して利用 されていたが,
計算機 の処理速度の向上や インター ネッ トを構 築 してい る回線の広帯域化,映
像 のス トリーム伝送技術(デ ー タを一旦最後 まで受信 してか ら再生 を開始する
ので はな く,デ ー タを受信 す る と同時 に再 生す る技術)の 進歩 によ り,イ ン
ターネ ッ トを用 いて手軽 に映像(動 画像)に よる放送が容易 に実現で きるよう
にな って きた。イ ンターネ ットの回線 の帯域 は まだ まだ 十分 とは言 えず,イ ン
ターネ ヅ トを介 して送 るこ とがで きる映像 の品質はテ レビ映像 には まだまだ及
ばないが,そ れで も人物像 や風景画像 を伝 えるには.1..分の品質を持 ってい る。
また,最 新の計算機八 一 ドウ.エア(と い って も,市 場 で安価 に入手可能 なパ ソ
コンレベルの もの)を 用意す るこ とによ り,映 像 の リアル タ.イム伝送 も可能で
あ り,ラ.イブ中継 が容易・に実現可能であ る。
ところで,今 日の.インターネ ッ トの広が りは,.今や地球全体 を覆 いつ くすか
のご とく170を越 える国々が接続 す るほどの規模 に まで達 してい る(参 考文献
[1]参照)。 インター ネ ッ トで は,通 信 を行 う者 どう しが地理的 にどこにい
るか を全 く意識す ることな く通信が.口∫能 であ り,イ ンター ネッ トによる放 送で
は,視 聴者が インター ネッ トに接続 で きるな らば地理的 にどこにい よう.とも放
送 を視聴す ることがで きるのである。 また,イ ンターネッ トに接 続する場.合,
利用者 は最寄 りの アクセスポ.イン トに接続す るための費用のみ を支払 うだけで
よ く,地 域的 な通信であろ うと国を越 えた世界規模の運信であ ろうと支払 う費
.用 に変化 はない。 この ようなことか ら,イ ンター ネッ トを用いた放送では1電
波 を用 いた放送 に比べ て必要 となる コス トが劇 的に小 さい とい う利点があ る。
また,イ ンターネッ トは基本的 に双方向通信 のためのメデ.イアと して成長 し
て きた ものであるが,こ の双方向性 は電波 を用 いた放送 メデ ィアには存在 しな
い。会議 の放送 において双方向通信 がで きれば,視 聴者 の単 なる傍聴 にとどま
らず会議へ の積極 的 な参加へ の余地 も生 まれ るが,.放送.メデ ィア と して イン
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ターネ ッ トを利用すれば インターネ ッ トとい う.単一 メデ ィアだけでその ような
壮 組みを実現す ることも不可能ではない。
III国際会議 におけるインターネ ッ ト利用 の事例
前章 に述べた ような背景か ら,筆 者 らはい くつかの国際会議 において.実 際
にインターネ ッ トを利用 した放送 を行 い,コ ス トを抑 えつつで きるだけ広範 囲
の人 々に会議の模様 を伝 える実験 を行 ってきた。本章で は,こ れ までの実証実
験 の事例 について紹介する。
lCOP3
1997年12月1日か ら1ユ日間にわた り,「気候変動 に関す る国際連 合枠組 条約
第3回 締約国会議」(The3rdSessionoftheConferenceofthePartiestothe
UnitedNationsFrameworkConventiononClimateChange)(通称 地 球温
.暖化 防止 京都 会議,略 称COP3)が,京 都国際会館 で開催 された。 この会議
は,地 球温 暖化 に影響 を.及ぼ しうるい くつかの排出 ガ.スについて,そ の排 出量
を地球規模 で どの ように削減 してい くか について話 し合 うものであったが,ガ
スの排出量の削減は各国の社会制度や経済活動 な どに非常 に密接 に関わる問題
であるため,世 界的合意へ の過程 は全世界か らの注 目を集め るもの となった。
会 議へ は167ヵ国 ・1地域 から約1万 人(報 道 関係 者 を含 む)の 参加 があ り,
本会議場 の周辺で はNGOを 主体 とす る集会 も多数開催 された。
この会議 の模様 を インター ネ ッ トを通 じて全 世界 に配信 す る冷め の支 援 グ
ルー プと して,京 都 大学 の長 谷川利治 教授(当 時)を 委 員 長 とす る 「地 球温
暖化 防止 京都会議情 報支援 実行委.員会」 が発足 し,筆 者 は との委員.会の メ ン
バー と して国 連 の気 候 変 動 に関す る 国際 連 合枠 組.事務 局(Secナetariateof
UNFCCC)と の合意 に基 づ き活動 を行 った(参 考文献L2ユ 参照)。
(1)COP3での インターネ ッ ト支援
COP3で の インター ネッ トサ ー ビスは,そ の重要 度に応 じて2つ に分類 さ
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れる。1つ は,事 務局 スタ ッフや会議 の参加者,プ レ.ス用 として設置 され る端
末サ ー ビ.ス等 の比較的重要 とされる もので,こ れ らのサ ー ビスはコアパ ッケー
ジと呼 ばれる。 これ に対 して,会 議 の模様 を インターネ ッ トを用いて中継する
ような実験 的サー ビス は オブ.ショナ ルパ ッケー ジ と呼 ばれ る。 オプシ ョナル
パ ッケー.ジは十分 な費用が提供 されない代 わ りに,様 々 な実験的な試みが可能
であ る。
我 々は,COP3と い う機 会を利 用 し,.インター.ネッ.トを利用 して コス トを
抑 えつ つで きるだけ広範 囲の人々 に会議の模様 を伝 える試 み と,今 後の イン
ター ネッ トの広帯域化 に対応す るための高品質な映像伝 送に関す る実験 を行 っ
たD.
以 下,イ ン ター ネッ ト向 けサー ビ.スで用 いたRVシ ス テム と,高 品質 画像
伝送実験で用いたDVシ ステムのそれぞ れについ て概 要 を述べ る。
②RVシ ステムによる生 中継
今回の インターネ ッ トを介 した生 中継 には,プ ログレッシブ ・ネッ トワー ク
ス社(現 リアル ・ネ ッ トワークス社,http:〃www.jp.rcal.CO皿/)の協力 を得て
リアル ・ビデ オ(RV)技 術 を用 いたRealSystem5.0と呼ば れる当時 リリー
ス されたばか りの蓄積 ・配信 システムを利用 じた。 この システムは..インター
ネ ッ トを通 じて映像 ・音声 を配信す るための もので,リ アル タイム配信 やオ ン
デマ ン ド配信 が可能 である、,視聴者 は,リ アル プレーヤーをイ ンター ネッ トか
らダウ ンロー ドす ることで視聴す ることがで きる。
会議 場 には,我 々 の活動 の拠点 とな るNOC(NetworkOperationCenter).
ルーム が用 意 され た、,,NOCには会 議 場 か らの 映像(NTSC)・ 音声 が館 内
CATVな どを通 じて送 られて くる。 これ らの映 像お よび音声 をパ ソ コ ンに
よって構 成 され たRVエ ンコー ダに入力 し,.インター ネッ トで配信可能 なデ
ジタル デー タに変換 する。会議 では,国 連の.公用語であ る英語,フ ランス語,
スペ.イン語,ロ シア語,ア ラ ビア語,中 国語の6ヵ 国語お よび開催 地の言語 で ・
あ る日本語への同.時通 訳が常 に行 われ るが,こ れ ら7ヵ 国語 の音声 を同時 にラ
巨国際会議 とインターネ ソ ト
図1COP3で 用 い たRVエ ン コー ダ
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イブ中継す るには最低7台 のRVエ ンコー ダが必 要 となる。 実際 には,メ イ
ンポー ル で行 わ れ る会 議 の7ヵ 国 語 に よる ラ イ ブ 中継 と,さ ら に別 会場
(RoomA,Roomll)で並行 して行 われる会議の2ヵ 国語(英,日)に よるラ
イブ中継 に備えて約10台のRVエ ンコーダを用意 した(予 備機 を含 む)。会議
場 によっては,ラ イ ブ映像 をRVエ ンコー ダまで送 るための ライ ンが準備で
きなかった ところ もあるため,ビ デオテー プに収録 した もの を後 か らエ ンコー
ドする ことで対応 し,そ の会議 の模様 はオ ンデマ ン ドサ ー ビス のみで提供 した.
図1にCOP3で 用 いたRVエ ンコーダの様子 を示す。
エ ンコー ド後のデ ータの帯域 は,で きるだけ多 くの 人々が視聴可能 になる よ
うに20Kbps(映像15K,音 声5K)を 基 本 とした。 これは,モ デム接続 に
よ る イ ンター ネッ ト利用 で提 供 され る回線 速 度 が一 般 に28.8Kbpsや38.4




ては試験的 に100Kbpsのもの も同時に用 意 し,ネ ッ トワー クの帯域が十分 な
ところでは よ り高 品質な映像が見 られるようにした。
二台のRVサ ーバに世界中か らのア クセスが集 中す るとRVサ ーバ付 近 の.
回線の混雑が視聴 に影響を与えて しまうことから,エ ンコー ドされたデ ジタル
デー タは ひ とまず 世界 各 地のRVス プ リヅタ に転 送 し,視 聴 者 は最寄 りの
RVス プ リッタか らのデー タ配信 を受信 す るよ うに した。CKPネ ッ トワー ク
の対外 接続点 は奈良先端科学技術 大学院大学(NAIST)で あ るが,そ こか ら
イ ンター ネ ッ トへ の接続 ばWIDE(http:〃www.wide.ad.jp/),AI3(http:〃.
www.ai3.■et/),TMnet(http=〃www.imnet.ad.7P/)の協 力 を得 て行 い,さ ら
にRVス プリ ッタの運用 に関 して は国内6ヵ 所,海 外6ヵ 所 の協力 を得 るこ
とがで きた。京都 国際会館内 に用意 したRVサ ーバ を加 える と総計16台で,
全体 的 な配信 能力 で見 る と6400クライアン トか らの同時ア クセスに耐 え られる
システ エ、となった。システムの ネ ッ トワー ク構成 を図2に 示す。なお,最 寄 り
のRVス プ リッタの選択 は,視 聴者が 自らwww上 で選択す る方式 とした。
COP3に 関心 を持つ視聴 者は.世界各地 に点在 す るため,会 議 の開f窪地 と視
聴者 との 間には多 くの場 合に時差が存在す る。 このため,場 所 によっては会議
のライブ中継が視聴者の居住地 の深夜 に行 われ る ところ もあ る。 もちろん,個
人 的な要 因で,ラ イブ中継 を見 る ことが で きない人 もい るであ.ろう。 この よう
な問題 を緩 和す るため,エ ンコー ドした映像 ・音声 はNOC内 のRVサ ーバ
にアーカイブ として蓄積 し,オ ンデマ ン ドサ ー ビスに よって も提供 した。 この
オ ンデマ ン ドサ ービスによって,世 界 各地の視聴者 は 自分 の好 きな時間 に会議
の模様 を視聴す るこ とがで きる。 また,ア ーカ イブには発言者等 によって イン
デ ック.スを割 り振 り,長 時 間に及.ぶ会議 映像 の巾か ら関心 のある部分 を容易 に
選択 で きる ように配慮 した。蓄積 され た映像 をタイ トルベ ー スで検索す る簡単
な仕組み も.用意 した。
今回のプ ロジェ ク トで構築 したRVシ ステムを,我 々は.ConferenceonDc…
midシ ス テム と呼 ん でい る。COP3で 行 った よ うな,イ ン ター ネ ッ トを
RVSpit[[C【s
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図3RVシ ス テ ム を経 由 した映 像
(会期後 の記者会見 に臨 むエス トラー ダ議長)
用 いた 全世 界 規 模 で の7ヵ 国語 に よ る同 時配 信 の 試 み は これ.まで例 が な
い』 図3に 議 定書採 択後 の 会見 に望 むエ ス トラー ダ議 長 をRVシ ステム を
通 し て 見 た 様 子 を示 す。COP3の オ ン'デマ ン ドサ ー ビ ス は,現 在 も
http二〃www.cop3.ckp.or.JP/よりアクセ ス可能である。
なおRVシ ス テムでは,公 開の28の会議 を計71時間におたって.ライブ中継
し,ビ デオ収録のみの25会議 を加えた53の会議 についてオ ンデマ.ンドサー ビス
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を提供 した(会 議 時間 に して計ll2時間)。言語数を掛 け合 わせる と,総 計41$
時間の映像 ・音声デー タが蓄積 された ことになる.。会期中 には,RVシ ステム
に対 して80ヵ國にのぼる国々からアクセ スがあ った。
(3)DVシステムによる生 中継
現在 のイ ンターネ ッ トの帯域では,テ レビ品質の映像 を伝送 するこ とは不可
能に近 い。 しか し,イ ンターネッ トは次 第に広帯域 化 され,今 後 テ レビ品質の
映像伝送が可能 になることが予想 される。その ような時代 の到来 に備 え,イ ン
ターネッ トにおけ る.高品質な映像 の伝送技術 を開発 してお くこ とは重要であ る。
当然の ことなが ら,高 品質な映像 の伝送 には広帯域の ネ ットワー クが必 要で
あ る。今回の活動 に委.員会 の メンバ ーと し.て参加 したサ イバー関西 プロジェク
ト(CKP,http://wp.ckp.or.1P/)は,新世代 通 信 網 実 験 協 議 会(BBCC ,
http:〃www.bbcc.or.1P/)が提 供す る広帯域 実験 ネ ッ.トワー クを利用 してレ}る
が,cornで もこのネ ッ トワー クを京都 国際.会館 まで延 ば して高 品質映像の
生 中継実験 も同時 に行 った。
ネ ッ トワー ク上の高 品質映像伝送 の方法 には幾 つかの方法 があ るが,C.OP
3で はデ ジ タル ビデ オ(DV)技 術 を用 いた システ ムを利用 した。 このシステ
ムはパ ソ コンとDVCPROデ ッキで構成 される ノー ドをネッ トワークを介 し
て1対1で 接続す るこ とに よりNTSC信 号 を伝 送す るものであ る(参 考文献
[3]参 照)。DVの デー タはATMのAAL5の セ ル,あ るいはATM上 の
IPパ ケ ッ トと して ネッ トワー ク上 を伝 送 されるが,一 つ のDVデ ー タス ト
リーム をネッ トワークに流 す場 合,約30Mbpsの 帯域 が必 要 となる。今回の
実験で は,関 西の特定地区に限定 した中継 であったが,イ ン.ター ネ ッ トを介 し
て約30Mbpsの デー タを伝送す るための帯域が確保 で きれば,高 品質映像 を
イ ンター ネッ トを介 して中継 することも理論的 には可能であ る。
COP3で は この システム を3セ ット用意 し,「ECOJAPAN'97」が開催 さ
れ る 京 都 パ ル ス プ ラザ.(京都 府 総 合 見 本 市 会 場),大 阪 ビジ ネ ス パー ク
(OBP)のツイ ン21ナショナル タワー内パ ナ ソニ ックス クエ ア,さ らに神戸 市
?
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が運営す る都.市情 報網 を経 たCATV局 の3ヵ 所 に高 品質映像の配信 を行 った。
神戸 では,さ らに約5万 世帯 の視聴者 が加 入す るCATV網 にも配信 した。 ま
た,京 都パ ルス プラザでは ワ.イヤ レスATMの 上 に映像 を流す実験 も同時 に
行 った。 当初の予定 では,京 都 と神戸 の 間で もDVデ ー タを直接伝 送す る予
定であ ったが,遅 延等 の問題 が発生 したため,最 終的 にはOBPを 中継地点に
設定 して一旦OBPで 受 けた もの を神戸 に向けて転送する とい う方法を とった。
2COP4
前 年のCOP3に 引 き続 き,「気候変動 に関す る国際連合枠 組条約 第4回 締
約 国 会議」(The4thSessionoftheConferenceofthePartiestotheUnited
NationsFrameworkConventi。nonClimateChange).(通称 地 球 温暖 化 防
止 アルゼ ンチ ン会議,略 称COP4)が,ア ルゼ ンチ ン共和 国の首都であ るブ
エ ノズ アイレスの国営展 示場 を会場 としてユ998年11月2Aから13目までの12日
間 にわ た り開 催 され た。 こ の会議 で は,COP3で 採 択 され た京 都 議 定 書
(KyotoProtocol)を基 に,温 暖化 ガスの削減 目標 を達成す るため の排 出権 取
引や共 同実施 などの具体 化 発展途 ヒ国の削減へ の参加が主 な議題 となった。
会 議へ は170ヵ国か らの参加が あ り,傍 聴者 を含め5000人以上が会議 に参加 し
た。また,昨 年 と同様 に本会議場の周辺 ではNGOを 主体 とす る100以上の集
会 も開催 された。
COP3の 際 に 行っ た イ ン ター ネッ ト を 用 い た 会 議 の ラ イ ブ 中 継
(ConferenceonDemandサー ビス)が 高い評価 を受 けた こ ともあ り,前 年 と
同様 にCOP4に おいて もイ ンターネ ッ トを通 じて会議 の模様 を全世界 に中継
す る こととなった。COP3の 際 に 「地球温 暖化 防止京都会議情報 支援実行委.
員会」 の メンバ ー として参加 したサ イバ ー関西 プロ ジェ ク ト(CKP)は,国
連 の気 候変動 に関す る国際連合枠組 事務局 か らの要請 を受 け,総 勢ユ2名の ス
タッフが国連 の気 候変動 に関す る国際連合 枠組事務 局ス タ ッフ と して活 動 を
行 った。以下で は,COP3の 場合 との違い を中心 に概 要を述べ る。
/i.己
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〔1〕システム構成
COP4で は,RVを 用いたConferenceOnDemand(以ドcon)サ ービス
のみ を提供 し,広 帯域 ネ ッ トワー ク回線が必 要 なvvを 用 い た放送実 験 は行
わなかった。
会場 には,イ ンター.ネッ.トに接続するための回線 が2本 用 意 された。1本 あ
た りの 回線速度 は2Mbps〔F1と 呼 ばれる ヨー ロッパ規格 のサー ビス速度)
であ り,そ の うちの1本 をCoDサ ー ビスのため に占有利用で きることになっ
た。2Mbpsはconサ ー ビスの ため には若干余裕 のあ る速度 ではあったが,
同時 に提供す るサ ービスの構成 によっては2Mbpsを 埋 め尽 く.す可能性があ る
ので注意が必要である。 また,ア ルゼ ンチ ン国内のイ ンターネ ッ ト網 は,通 信
衛星 による国際回線 を経由 して北 米へ と結 ばれているが,こ の国際 回線の容 量
が ト分ではない らし く,恒 常 的に混雑 しているように見受 けられた。 このため,
アルゼ ンチ ンと北 米 との間の混雑が.今回 の最大の懸念材料 となった。 しか し,
もはや会期 もせ まり同線 に関す る改善策 を検討す る余裕 もないため,そ の まま
チ ャレンジするこ ととなった。混雑 の影響 を避 けるため,提 供 するサー ビス全
休 と して利用 する ネッ トワークの帯域 を小 さ くす るような配慮 をする ことに し
た。
イ ンターネ ッ トに映像 を配信 する システム には,前 回と同様 プロ グ レッシ
ブ ・ネッ トワー クス社 のRealSystem5.0を用 い た、,また,RealSystemG2
がベー タ段 階で公 開 されてい たので,RealSystemG2も試 験的 に運用 を行 っ
た。会議 場の映像 は館内CATVな どを通 してNOCに 送 られて くるが,送 ら
れて くる映像 はPAI、と呼ばれ るヨー ロ ッパ規格 の映像信 号 をNTSCの 映像
信号 に変換 した ものであ る。NTSCに 変換 され た映像 は,パ ソコ ンに よって
構成 され たRVエ ンコー ダに入力 して イ ンターネ ッ トで配信 ロ∫能 なデ ジタル
データに変換 する。NOCに は,主 として公 開の会議や記者会見が行 われる3
会場(Plenaryユ,Plenary2,PressRoo皿)からの映像が常 に送 られて きてお
り,必 要 に応 じてNOC側 で選択 す る。
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会議 では,昨 年 と同様 に,国 連の公用語である英語,フ ラ ンス語,ス ペ イン
語,ロ シア語,ア ラビア語,中 国語の6ヵ 国語へ の同時通訳が常 に行 われる。
アルゼ ンチ ンではスペ イ ン語が用 い られ ているため,COP3の ときの ように
国連公用6ヵ 国語以外 へ の言語(COP3で は 日本語)へ の同時通訳 は必 要 と
されなか った、COP4で は昨年 の視聴 者か らの感想 を取 り入れ つつ,ま た懸
念 される国際 回線 の混雑の ことを考慮 して,映 像 つ きのサー ビスを減 らし音声.
のみのサービスを充実 させ た。具体的 には,映 像 つ きのサー ビ.スでは会場 の映
像 と音声 をそのまま流 し,音 声のみのサー ビスで国連 公用6ヵ 国語 に同時通訳
された音声 をそれぞれ流す もの とした。従 って,1つ の会議 に対す るフルサ ー
ビス と して は,映 像 つ きが1チ ャ ンネ ル と音声 のみが6チ ャンネルの.合計7
チ.ヤンネルの放 送 を行 うことになる。 この ためには,7台 のRVエ ンコー ダ
が必 要 となるが,音 声 のみのエ ンコー ドの場 合 には映像用 エ ンコー ダか一 ドが
不要であるため,機 能的 にはノー トパ ソコンで十分である。今 回は音声 のみの
エ ンコー ド用 として,ノ ー トパ ソコ ンを10台準 備 した(.予備 を含む)。ノー ト
パソ コンの利 用は,狭 いNOC部 屋 の有効利 用に も貢献す るこ とになった。 図
4にNOCに 設置 した システムの様子 を示す。
エ ンコーダシステムは,2会 場で 同時 に進め られる会議 をそれぞれライブ中
継する とともに,ラ イブ中継が不可能 な会場 の模 様 を収録 したテ7プ を再生 し
なが らエ ンコー ドできるように,3組 の システム として構 成 した。 第 ユの シス
テ ム(line1)は映 像1チ ャ ン ネル と音 声6チ ャ ン ネ ル,第2.の シス テ ム
〔line2)は映像1チ ャンネル と音声1チ ャンネル,第3の システ ム(line3).
は映像1チ ャ ンネルのみ,と い った構成であ る。 なお,第2の シ.ステムにおけ
る音声 のみサービスには,同 時通訳 ルー ムか らの英語 を選択 した。 これは,最
も多 くの人々が解す る言語が英語であ ろうとい う判断 による。結局,エ.ンコー
ダと して利 用す るパ ソコ ンの台数 は10n(う ち,映 像エ ンコー ド用 のデス ク
トップPCが3台,音 声 のみエ ンコー ド用 の ノー トPCが7台)と なった。
エ ンコー ド後 のデー タの帯域 は,映 像 つ きの ものは20Kbps(映像12.5.K,音














今 回のRVス プ リッタは,日 本(CKP),ア メリカ(NTT-MCI.),イギ リ
ス(KDD-EU),ア ジア(AI3,Thailand)の4ヵ所 に用 意 した。RVス プ
リッタの数 と回線の使用帯域 は比例 するため,ア ルゼンチ ンの国際回線の混雑
を考慮 して,RVス プ リッタの台数 を少 な くす る とと もに,す べ てのRVス
プ リッタに全チ ャンネル をフ ィー ドす るのではな く,ア ラビア語,中 国語,ロ
シア語 な どの比 較 的地域 性 の高 い言 語 につ いて は,フ ィー ドす るRVス プ
リッタを限定す る ことで国 際回線の帯域 の節 約 に努 めた。 これ らのRVサ ー
バ は前 回のCOP3の 場 合 と同様,ボ ランティアベ ースで の協力 に より運用 し
て もらうこ とがで きた。視聴 者 に対す る最寄 りのRVス プ リッタの選択 は,
COP3と 同様 に視 聴者 が 自 らWWWヒ で選択 す る方 式 と した。 た だ,視 聴
者が インター ネッ ト的な近 さを判 断す ることは難 しいため,視 聴者 には居 住地
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域(ヨ ー ロ ッパ,ア メ リカ,ア ジア等)を 選択 させ る ように し,居 住 地域 と
RVサ ーバの対応は システ ム側で行 うように した。 また,E1の 接続Jill線へ の.
負担 を軽減す るため,別 途会場 内用RVス プ リッタ.も用意 し,会 議 場 内か ら
のアクセス にはそのスプ リッタを利用 させ るよ うに した。
視聴者 の居住地の違い による時差 の問題 を緩和す るためのアー カイブサー ビ
スは,ア ルゼ ンチ ン と日本の2ヵ 所 に用意 した。会期 中の メインサーバはアル
ゼ ンチ ン側 であるが,会 期終了.後はアルゼ ンチ ン側 のサ ーバが な くなるため,
口本側 のサーバ で継続 してサ ービスを提供 する ことに した。 アーカイブにイン
デ ックス を害胸 振 る作業 は,ア ルバ イ トの現 地学 生にお願 い した。
シス テムの ネッ トワー ク.構成 を図5に 示す。 図に示す通 り,COP4のCoD
シ.ステムはCOP3の ときと比 較 して も,遜 色のない システム となった。必要
な機材 は国連側で調 達す る ことを基本 としたが,ど う して も揃 え られない もの
につい ては,日 本か ら持 ち込 む形 でシステムを構築 した。 もちろん,必 要な機
材 はすべ て現地で も調達可能な ものばか りであ り,純 粋 に準備 に必 要 な時間あ
るいは予算 の問題 によって現地調 達がで きなかったこ とが理 由であ る。 日本か
ら機材.を持 ち込 む場.合に注意 すべ き問題 点 は2つ であ った。1つ は電源電 圧
(アルゼ ンチ ンは240V)お よびコ ンセ ン トの形状(ハ の字型,あ るいは丸形)
が異 な るこ とで あ る。 もう一 つ は ビデ オ信 号 の規 格 と してNTSCで な く
PALが 使用 されている ことである。 どち らも,ト ラ ンスや変換器 を持 ち込 む
ことで対応 した.た だ,最 近のパソコンはたいてい世界規格で生産 されてい るた
め,電 源電圧については裏 のスイ ッチを切 り替 えることで対応 できることが多い。
② 運 用
COP3も そ うで あったが,COPSで も会議の進行 は まった くスケジュール
通 りとはいかなかった。ライブ中継 およびテープ収録 をすべ き会議 の予定 時間
は遅 くと も前Hの 夜 にはアナウ ンスされるが,ほ とんどの会議は30分遅れで始
ま り,終 ゴ時刻は不定である。休憩 をはさみつつ1時 間や2時 間延長 され るこ
とも少 な くない。 また,長 引 く会議の後 に予定 されている別 の会議が時間変更.
































































になった りキ ャンセル され た りす るこ ともある。COP3で は会議 が紛糾 した
ため 会期 が予定 よ り1日 延 びたが,COP4で もやは り1日 遅 れで会期が終 わ
ることとなった。 この ような状況 のため,シ ステ ムの無人運 用や 自動操作 は不
.可能であ り,必 ずス タッフが待機 していなければならなか った。
最 終的 に,COP4で は公 開の52の会 議 を計87時間 にわ たって生 中継 し,
テープ収録の34会議 を加えた計53の会議 につ いてオンデマ ン ドサー ビス を提供
した(時 間に して計134時間)。さ らに言語数 を掛 け合 わせ る と,総 計517時間
の映 像 ・音声 デー タが蓄積 され た ことになる。 会期 中 には,68ヵ国にの ぼる
由 々か ら ア クセ ス が'あっ た。COP4.の オ ン デ マ ン.ドサ」 ビス は∫現 在 も
http=〃ckp,cop4.org/よりアクセス可 能である。
今 岡のC()P4での実証実験 で は,日 本 でな くとも同様 なサー ビスが実現 で
きることを証明す ることがで きたこ とが大 きな成果であ る。特 別なハー ドウェ
アや ソフ トウェアは使 っていないこ とと,.インターネ ットを利用 す ることで,
充実 したサー ビス をどこか らで も安価 に提供で きることを示す ことがで きた,,
TVコ ス トに関 する考察.
COP3やCOP4で 行 った ような形態の ライブ中継 をイ ンターネ ッ トを用 い
て行 う場合 と電波 による既 存の放送網(例 えば衛星放送)を 用いて行 う場 合 と
で,実 施 のため にかか る費用 の面か ら比較 を行 ってみ ることにする。
ライブ放送時間 を70時間 として大雑把 に金額 を見積 もると,人 件費,運 送費
等の差 は無視で きるもの として,機 材 お よび通信のため にかか る費用 は,イ ン
ターネッ.ト放送の場合で約2000万円,衛 星放送の場合で約4000万円かかる こと
になる.(表1)。た だ し,イ ンターネ ッ ト放送の場合 は,こ の費用の範囲 内で
9チ ャンネル同時放送やオ ンデマ ン ドサ ービスが可能であ るが,衛 星放送 の費
用 は1チ ャ ンネルのみ の費用 であ り,9チ ャ ンネル同時放 送や オ ンデマ ン ド
サ ービスのため には,.さらに10倍以上 の通信費が必要 とな る。 また,衛 星放送
とい えども,全 世界 に放送 するためには,少 な くとも.3つの衛 星 を利用す る必
??
?
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表1放 送 にか か る費 用 の概 算
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計 算 機糸 機材
信 費
スプリッタ契約
500万(ミ キ サ,VTRな ど)












要が あるので,さ らに3倍 以.Lの通信費が必 要 となる。 これに対 して,イ ン
ター ネッ トを用い る場 合 は,.卜分 なRVス プ リッタを用意 しておけば,世 界
中か らアクセス して もらうこ とが ロf能であ り通信費が2倍 や3倍 になった りす
る ことはない。
また,会 期後 にオ ンデマ ンドサー ビ.スを継続 する場合,イ ンターネ ッ トを利
用 するのであれば,プ ロバ.イダによって提供 されるハ ウジ ングサ ービスあ るい
は レンタルサ ーバサ ービスを利 用する ことで,年 額ユ00万一数百万程 度でオ ン
デマ ン ドサー ビスを実現す るこ とが ロ∫能で ある。 なお,COP4で 収録 された
517時間 に及ぶ映像 ・音声 デー タを蓄積 してお くため には,以 下 の計算 に よ り
約6GBytesの容量 を持 つデ ィスク装置が必要 になるが,現 在 の価 格では この
程度 のディス ク装胃は数万円で入手可能で ある。
映 像 デ ー タ の 容 量.20(Kbps)'3600(秒/時間)'5ユ7(時間).=4.7(MBytes)
音 声 デ ー タ の 容 量.8(Kbps)'3600(秒〆時 間)`382(時間)=1.4(MBytes).
以上の ことか ら,複 数 の会議 の中継や多言語 による同時中継.そ れ も全 世界




送 になれ ばなるほ ど,イ ンターネ ッ トを用いた放送の方が費用対 効果の面 で有
利 になって くることは明 らかである。 また,会 議の開始時刻や終 ゴ時刻が大幅
に変動す るため,放 送の契約 の際 に通信時 間をあ らか じめ固定的 に決定 してお
くよ うな契約体系 は利用 が難 しいが,イ ンターネ ッ トの場 合はその ような制限
もほ とん どない。
ただ し,こ の ようなインタ.一ネッ トの優位性 は,そ んなに多 くない視聴者が
広範 囲に分布 してい る場 合 に非常 に効 果的に発揮 される ものであ り,何 十万人
もの視聴者か らの 同時 アクセ.スが予想 される場合 は,現 状の技術 を.用いている
限 り,RVス プリッタの性能 や,RVス プ リッタ周辺 の回線 容量 を充 実 させる
ことが不可欠 とな り,必 要 な費用が増加 する ことが.予想 され る。 したが って,
この ような状況 を改善す るための新 たな技術,例 えばマルチ キャス ト等の技術
開発 お よび利用環境の整備が望 まれ る。
Vむ.す び
本稿 で は,国 際会 議 にお ける イ ンター ネッ.トの活 用 方 法の1つ で あ る,
Conference。nDemandシステムの概要 お よびその効果 の実証実,験につい て紹
介 し,シ ステム実現 のために必要 となる費用 に関する考 察 を行 った。 この よ う
な実証実験 は,イ ンター ネッ トの可能性 を広 く示すテ クニ カル ショーケースの
ユつ として重要な意味 を持 ち,さ らにイ ンターネ ットの利用 が費用対効果 の点
で優 れている とい う点 について も示す こ とがで きた。
しか し,イ ンターネ ッ トを用 いて国際会議 を効果的 にサポー トしてい くため
にはまだ まだ未解 決な技術 的課題が多数残 されてい る。 まず,出 来合いの シス
テムを組み合わせて新 たに1つ の大 きな シス テムを構築 したわけであるが,シ
ステム間のデー タの受 け渡 しはすべ て細 かな手作業で行 う必 要があ った。様 々
な会議で手軽 に利 用で きる ような普及型 のシステムと してパ ッケー ジ化す るた
めには,デ ー タの受け渡 しを極力 自動化す るような仕組み を用意 してお くこと
が必要で ある。 さらに,国 際会議では映像 ・音声以外の様 々な情 報 もや りと り
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されるが,こ れ らの情報 も統 一的に扱 える総合的 なシス テム を開発 す ることが
必要で あろう。 この ようなシステムは,情 報公 開が望 まれ る行 政サー ビ.スな ど
による積極的 な情報発信 の支援 に も利用す るこ とが可能であ ろう。
また,放 送 は視聴 者 との問の情報 の流 れが一方向 となる形態 である.が,視聴
者 からのフィー ドバ ックが可能なシステムに関す る考察 も重要であろ う。例 え
ば,COY3やCOP4で は,視 聴 者 か らの フィー ドバ ックを得 るための試 み
と して,文 字 によるチ ャッ ト(会 話)シ.ステムを用いて視 聴者 と地球環境 な ど
に関す る専 門家 との 間での質疑応 答のセ ッシ ョンを設 ける という試み も別 グ
ループによって行われていたが,会 議 によってはさらにこの仕 組み を会議 の進
行 に密接 に連携 させ られ るような方法 を検討す るこ と.も必 要であ る。
この ように,実 用 化に向けて まだ まだ多 くの課題が残 されてお り,今 後 も実
際 の会議の支援活動 などを通 じて,技 術 開発や評価,問 題 点の洗い出 しとその
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